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現場で得た学びを

強みに変えてステップアップ

故郷の宮崎県都城市か
ら遠く離れた仙台営業所
に着任し、今年で8年目。 
聞き慣れない仙台弁に戸
惑ったのも最初だけで、物
おじせず現場に飛び込み、
施工管理者としてのスキル
を積み重ねています。

2021年から、山形自動 
車道の舗装工事に従事。
「経験豊富な先輩の下で、
いろいろ勉強させてもらい
ました。橋梁の床版防水は
初めて経験しましたが、覚
えればきっと強みになると
思い、材料や効果について
たくさん質問しました」と話
すとおり、大切にしている

のは「聞く」ということ。上
司や先輩の仕事ぶりを見て
学び、わからない点は正直
に聞いてみる。そんな実直
な姿勢と、各工事を無事
完遂した実績を評価され、
さらに2023年から請け負っ
た工事で班長を務めること
に。「不安もありますが、や
るからには無事故でミスの
ないよう頑張りたい」と意
気込みを語ってくれました。
趣味は大型オートバイ。休
日には協力会社の人と山形
の月山や福島の猪苗代湖ま
でツーリングすることもある
のだとか。山形で坂口さん
に任された新たな道へもま
た、全力でアクセルを踏み
込もうとしています。
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特集   鹿島道路のイノベーション

分業プロジェクト
一人ひとりがもっと活躍できる働き方を実現したい。そのために業務の内容を
抜本的に見直し、より効率的な高い生産性の実現を目指して鹿島道路が挑んだ
「分業プロジェクト」。2023年山形の地で始まった山形自動車道管内の工事
（R5）を例に、その取り組みをご紹介します。

■ 山形自動車道管内の工事名称 2022年から施工 → R4 2023年から施工 → R5

撮影地：山形自動車道月山湖PA（山形県西村山郡）

山形自動車道 Ｒ5山形管内
舗装補修工事（下り線）

A b o u t  t h e  P r o j e c t

： 東日本高速道路株式会社 東北支社 
： 2023年1月26日～2025年1月14日
：山形自動車道
  （宮城川崎IC～月山IC）および
  東北中央自動車道
  （米沢北IC～東根IC）
：オーバーレイ工、
   切削オーバーレイ工、
  床版防水工 ほか

発 注 者
工 期
工事場所

工事内容
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工事業務 デスクワーク

菊池さん・専門業者が行う工事担当者が行う

  BPOの業務分担イメージ

現場写真の撮影

電子黒板の入力

各種現場業務

写真管理のツリー作成

電子黒板の作成

写真整理

各種書類作成

  BPOのメリット

分業化

効率UP

メイン業務に集中できる

残業時間の削減

イミングでBPOがスタートしました。
中心となって進めたのは、2023年
に鹿島道路に入社した、山形出
張所の菊池さん。
オンラインで専門業者と打ち合
わせを重ね、まずは電子黒板をは
じめとするITツールの導入を検討。
その上でBPOを円滑に行うため、
委託する業務の範囲や依頼方法、
進
しんちょく

捗確認の手段など、業務の体

新プロジェクト導入の舞台は東
北支店山形出張所。2022年2月
から実施した山形自動車道の補修
工事（R4）がきっかけでした。大規
模な道路工事では、車両の通行
規制をするため、施工時間が限ら
れています。そのため現場では早
朝から打ち合わせが始まり、日没
まで工事を行い、終了後は片付け。
事務所に戻って行う書類作成など
の業務は残業で対応せざるを得な
い状況でした。
そんな中、ワーク・ライフ・バランス 
の実現と工事担当者がメイン業務
に専念できる環境を整えるべく、
2023年1月の「R5工事」開始のタ
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「働き方改革」と「工期順守」の両立は建設業の大
きな課題です。これまで鹿島道路はICT施工やDX
ツール導入など、現場支援を通じて改善に着手して
きました。さらに今、新しいイノベーションとして「分
業プロジェクト（BPO※）」を導入。その様子を中心メ
ンバーである工藤さんと菊池さんに伺いました。

  分業プロジェクトを
      メインで担当

東北支店 
山形出張所

菊
 きくち  

池  美
 み さ  

紗

初
め
は
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探
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※BPO
Business Process Outsourcing
の略。企業活動における業
務プロセスの一部を外部の
専門業者に委託すること

系化の詳細を決定しました。これ
により工事担当者から、

・アナログ黒板の記入や管理
・工事現場で撮影した写真の整理

・各種書類の作成

といった業務そのものを切り離す
ことを実現しました。
成功の鍵は、工事担当者が個
別に処理していた各種業務を集約
し、専門業者へアウトソーシング
する分業化でした。

分業プロジェクトの活用で業務効率化を実現
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電子黒板

1人あたり
1日約2時間の
残業を短縮
できました！

Point

そんなプロジェクトの中心的存
在、菊池さんも初めは専門知識も
ないまま参画し、専門業者の提案
に沿って業務を進めていました。
その後、わずか1年足らずで活躍
できているのは「現場の皆さんが仕
事を任せてくれたことが大きかっ
た」そう。不明な点はすぐに現場管
理人の工藤さんに相談し、繰り返
し取り組むうちに知識も増え、今
では協力会社からの問い合わせに
も回答できるまで成長しました。
その様子を工藤さんは「システム

東北支店 山形出張所
担当課長/現場代理人

工
 くどう  

藤  健
 けんじ  

二

  R5工事 現場を統括

菊
池
さ
ん
の
存
在
が

現
場
に
新
た
な
風
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た　

働き方が変わる、現場の空気が変わる

や環境変化への対応が柔軟。細
かい記載ミスを見つける能力にも
長
た

けていて、書類の精度も上がっ
た」とした上で「かなりの戦力です」
と笑顔で話してくれました。
結果的に分業プロジェクトの効
果で1人あたり1日約2時間の残
業時間短縮を実現できました。
　工事のメンバーも自分の時間を
持つことができ、心身のリフレッシュ
につながっているそう。
「これまでは日々書類をまとめる
のが精いっぱいで、余裕がありま
せんでした。今は本来の業務に集
中することはもちろん、今後の見通
しを考える余裕が生まれ、現場の
空気も変わったように思います」

R5工事は冬季の休工期間をは
さんで4月から再開。メインのアス
ファルト舗装に加え、床版防水な
ど橋

 きょうりょう 

梁の補修工事、衝突事故防
止対策のセンターパイプ設置工事
などを実施予定です。

工
事
担
当
者

1  写真管理用のツリーを作成
工事の前に、あらかじめ作成

2  電子黒板データを
    アプリと同期
事前にPCで作成した
データをスマホアプリ
に同期

3  電子黒板アプリに、
    情報を入力
現場で入力した数値は
クラウド上で管理

6  整理された撮影写真で各種書類を作成
菊池さんと専門業者が連携して、チェック。ミスの
ない各種書類を効率よく作成

4  スマホで現場撮影
　 ・写真右下に黒板が
     表示される
  ・撮影写真は自動的に 
1のフォルダーに工区
ごとに振り分けられて
格納

5  工事終了
　イレギュラーな業務
    がなければ、
残業なしで帰宅

菊
池
さ
ん

専
門
業
者

B P Oを委託
する専門業
者との打ち合
わせの様子

  実証された分業の    フロー図

電子黒板の導入で、
現場の業務負担も軽減されました！
・書き換え忘れや、誤記入の修正
・雨風などの天候に左右されない
・黒板を持ち運ばなくて良い

2日目 書類作成1日目 写真整理

現場の要望に添って
改善、業務効率UP
要望をヒアリングして、現場に
即した形にカスタマイズします！
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Voice

ジェクトを成功させ、工事を完遂さ
せます」と力強く宣言してくれました。
公共インフラである道路の工事

は、車両の通行規制のスケジュー
ルに合わせて行う必要があります。

2024年1月に開かれた「残業
抑制意見交換会」では、東北支
店の各営業所長などが集まり、
対応を検討。1班2～ 3人のメン
バーで残業の年間計画を立て、
各人の残業時間が上限を超えな
いように管理する、作業に対する
人数の適正化を図る、現場状況
に応じて営業所や支店に応援を
依頼するといった案が出されまし
た。現場の最前線で奮闘を続け
る鹿島道路のメンバーは、試行
錯誤を繰り返しながら、絶えず働
き方の改善に取り組んでいます。

継続的な
課題解決の鍵は
後進の育成

今回の分業プロジェクトは、共
通の課題を抱える全国の道路工
事現場から数カ所を選び、本店
主導のもと、試験的に導入されま
した。中でも顕著な成果を上げた
山形出張所は、社内の関係者が
視察に訪れるなど注目が高まって
います。
これに対し工藤さんは、自ら率
先して水平展開に取り組み、一
過性で終わっては意味がないと言
います。「取り組みを継続しなが
ら後進を育てていけば地盤は固く
なる。そのためにも必ずこのプロ

2024年4月からの時間外労働上限規制適用に伴
い、他の道路工事へ水平展開する目的で山形出張
所を視察しました。2年ほど前から書類業務削減の
働きかけをしてきましたが、建設業は法律や発注者
の仕様書などの決めごとが多く、簡単には削減でき
ないのが現状でした。中でも自動車道の工事は早
朝や夜間の作業が伴い、また作成する書類の量も
膨大です。
そうした中、山形出張所の取り組みは有効な手段だ
と考えています。今回の分業プロジェクトは元請け
工事が2件重なり、大人数が工事業務にあたる状態
でしたが、うまく調整して統制が取れていました。長
い時間と労力をかけて現在の状態を築き、成果につ
ながったのだと感じています。
残業抑制を進めていくにはまだ課題も多く、逆に閑
散期の対策も併せて検討する必要があります。東北
支店としては分業プロジェクトを有効利用して時短
に取り組むと同時に、常に書類の削減項目を考慮し
て交渉や働きかけをするなど、継続して働き方改革
を続けていきたいと考えています。

東北支店 工事部 次長 

京
 きょうの 

野  司
つかさ

分業プロジェクトの視察を終えて

「働き方改革関連法」の適用開始に合わせ、
建築業の各社は時間外労働の上限規制や週休  
2日制の導入など、労働環境の課題解決が 
求められています。

山形自動車道R 5工事に取り組む
チームのメンバー

展
開 
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島
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路
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Voice

現場の取り組みを
本店がサポート

建設業界の残業問題は、携わ
るすべての人が「どうにかしなけれ
ば」と考えながらも、これまで解決
が難しいとされてきました。だから
こそ、法改正は多様で柔軟な働き
方を取り入れる大きなチャンスと
言えるかもしれません。
今回の分業プロジェクトは、「ア

クションを起こさなければ何も変わ
らない、とにかくやってみよう」とい
う本店の働きかけによってスタート
しました。前例のない取り組みで
したが、若手社員が中心となり、
ITツールや外部のノウハウを借り

ながら、業務の効率化と残業時
間の削減を実現。若手や女性社
員の活躍は、道路工事をはじめ、
公共工事で入札の加点対象となっ
ており、その意味でも非常に意義
のある取り組みだと言えます。
ワーク・ライフ・バランスが整っ
た働きやすい職場づくりは、すべ
ての社員はもちろん、将来の担い
手を確保するた
めにも非常に重
要なこと。これ
からも業務改善
につながる挑戦
に、全社をあげ
て取り組んでい
きます。

生産本部工事部
インフラリニューアル推進室 
担当課長

鬼
 おにくら 

倉  一
  かずのぶ 

展

山形出張所での分業プロジェク
トの導入は、残業削減など有意
義な結果につながりました。現場
の皆さんが自分たちの職場をよ
りよくしようという強い意志と努
力の表れだと感じています。
今般の分業プロジェクトを水平

鹿島道路の未来をつくる取り組み

展開することで、より意欲的に活
躍してくれると期待しています。
現在は自動車道路工事に特化し
てBPOを導入していますが、他
の工事にも活用・展開したいと
考えています。今までの建設業に
おいては、「1から10まですべてで

きて一人前」という考え方が一
般的でした。しかし、今回のプロ
ジェクトを契機に、絶対に残業
時間を減らすという決意のもと、
社内業務を分業化して、エキス
パートを育てる体制を整えてい
く予定です。
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Yamagata  2024
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